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ワーケーション×MaaSプロジェクトの活動
l⻑野県⾠野町現地ヒアリング（2021年12⽉〜）

Ø⾃治体、地域協⼒隊、地元企業など、⾠野の⽣の声を集めながら、
「かやぶきの館」などワーケーション施設を⾒学

lワーケーションにおける課題の整理、仮説⽴案
Øワーケーションは⽬的ではなく地域と関係性を築くための⼿段
誘致するメインターゲットを個⼈から企業に切り替え
その実現のために必要な要素や克服すべき課題は何かを⾒極め

lトライアル実施（2022年6⽉2⽇〜4⽇）
Ø合宿研修スタイルを取り⼊れたワーケーションにチャレンジ
サービス実現に必要なシステム要素のプロトタイプ考察
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2021年度調査結果
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Ø ワーケーションの主導権は企業ではなく個⼈＝個⼈で⾏き先を決める、費⽤も負担する

Ø ⾶び⽯連休の⽳を埋めて旅先での滞在を増やすなど、リフレッシュや休暇取得⽬的が中⼼

Ø 魅⼒的な観光資源に恵まれた観光地やホリデーシーズンに集中しがち

Ø 制度⾯、運⽤⾯で企業側が積極的に取り組みにくい
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Ø 社員旅⾏、合宿の減少 1994年の実施率９割から、コロナ前の2019年時点で３割以下に

Ø リモートワークの普及で失われた、⼈と⼈とのリアルな接点を積極的に作り出す必要性

Ø 企業主導の、時代にマッチした社員旅⾏型、合宿型のワーケーションによる交流促進

Ø 地域や交通事業者の⽴場では、平⽇の稼働率の向上、幅広いエリアへの送客の期待



⾠野町・企業合宿型ワーケーショントライアル
• 6⽉2⽇から4⽇まで、⻑野県⾠野町でワーケーションのトライアルを実施
• TDBCメンバー企業のウイングアーク1st５名、ISID ７名が参加
• バケーションに重点を置いた個⼈ワーケーションではなく、ワーク⾯を重視
• 企業のメリット＝リモートワークで課題となるコミュニケーション増進
• 地域のメリット＝平⽇の観光収⼊増、地域との関係性のきっかけづくり
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交通事業者の視点
新規需要の創出

MaaS、予約サービス利⽤のニーズ
新たな移動関連ビジネスの可能性
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多様な顔を持つ⾠野町

⾕合、⾥⼭、商店街。

移住者やアーティストが
増える⾥⼭エリア

個性的なスモールビジネス
が集積するトビチ商店街

150年前から酒づくりしてきた
⽼舗酒蔵に新⽣ワイナリーまで

⼀⼈ひとりの個性で
カラフルに彩られるDIOタウン

誰もが
つくり⼿になれる町





１⽇⽬：6/2（⽊）
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⾼速バスや電⾞、マイカー
それぞれ現地集合

午後はしっかりワーク！

夜は楽しくバケーション！



２⽇⽬：6/3（⾦）
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薬膳料理にチャレンジ

商店街に移動して
テレワーク or 散策



３⽇⽬：6/4（⼟）
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緑に囲まれて気持ちよく
朝の仕事タイム

町内散策後帰路へ



ワーケーションPF：プロトタイプ
地域と企業のワーケーションマッチングを⽀援する仕組みの必要性



ワーケーションPF：プロトタイプ
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旅マエのプランニングから、旅ナカのコミュニケーションやスケジュール管理の⽀援を試作



トライアルの総括と今後の展開
Ø 従来型の社員旅⾏、合宿と⽐べて、よりリラックスした過ごし⽅で、地域との接点づくりも

Ø 地域１次交通・２次交通いずれも個⼈ワーケーションとは異なるニーズや制約も＝MaaSの有⽤性

Ø 滞在中の移動⼿段の確保が最⼤の課題。MaaS＋αの仕組みづくりが重要に

Ø ブリージャー（出張休暇）への展開。出張先を起点に、周辺地域への積極的な送客シナリオを

Ø プラットフォーム開発はISIDの研究開発投資で仮説検証、トライアル、プロトタイプ開発を推進中

Ø ⾠野町をはじめ、今後パイロット⾃治体、ユーザーを募り、サービス化、MaaS融合を⽬指す
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